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■入園料　高校生以上300円、小・中学生100円

※この期間に、お楽しみ抽選会、バラの鉢物・苗販売、
育成相談を行っています。
※天ヶ瀬温泉に宿泊した人には、入園した時にバラ苗を
プレゼントしています。（先着200人）

■ステージイベント
　五馬保育園ファッションショー、昭和学園高等学校バトン部
　別府大学吹奏楽部、宇宙戦隊キュウレンジャーショーなど
■終日イベント
　フラワーアレンジ体験、ふあふあ
■会場
　ローズヒルあまがせ（日田市天瀬農業公園）　　　 

問ローズヒルあまがせ（日田市天瀬農業公園）☎�８１８７
　天瀬振興局産業建設係☎�３１４７

午前９時～午後５時

５月14日㈰
午前９時30分～午後３時30分

春の　 バラフェア
５/７日㈰～13日㈯　

200種2,000株以上ある
色とりどりのバラを、
是非ご覧ください！

ローズガーデンで「母の日」
プレゼント（先着130人）

市政情報ピックアップ

▶税額について
　三輪及び四輪以上の軽自動車税の税額は、初度検査年
月（新車新規登録年月）等で変わります。

・初度検査年月が平成16年３月以前の車両は、平成29年
度から経年重課税率の対象となります。

・初度検査年月が平成28年４月から平成29年３月までの
車両は、環境性能に応じてグリーン化特例（軽課）の
対象となる場合があります。

▶納期限　５月31日㈬
※納税通知書は５月８日㈪に発送予定です。
　軽自動車税の領収証書は車検を受けるときに必要ですので、

車検証と一緒に大切に保管してください。

▶軽自動車税の減免
　次の①から③のいずれかに該当する場合は、軽自動車

税の減免を受けられる場合があります。詳細は税務課
税制窓口係又は各振興局にお問い合わせください。
①障がい者減免
　障がい者本人が所有し、障がい者のために使用する軽

自動車（障がい者が18歳未満の場合等は、家族所有の
軽自動車も含む）

※減免の対象となる障がいの程度、軽自動車の使用頻度等には
一定の基準があります。

・申請に必要なもの
　印鑑、運転免許証、車検証、身体障害者手帳等、軽自

動車税納税通知書

②身体障がい者用構造減免
　身体に障がいのある人が利用するために改造された

軽自動車
・申請に必要なもの
　印鑑、車検証、構造が確認できる写真、軽自動車税

納税通知書
③公益減免
　公益法人などが所有する軽自動車で、公益のために

直接使用する車
・申請に必要なもの
　法人の代表者印、車検証、軽自動車税納税通知書、

運行計画書等、定款
▶申請期限　５月31日㈬

●軽自動車税の納税は５月31日までに
減免申請書への個人番号・法人番号の記載について
　番号法の施行に伴い、減免申請書に納税義務者の個
人番号（法人の場合は法人番号）の記載と、減免申請
書提出の際に番号法に基づく本人確認（個人番号確認
＋身元確認）が必要です。各申請に必要なものと併せ
てマイナンバーカード又は通知カードと身元確認がで
きるもの（運転免許証、旅券等）を持参してくださ
い。
※申請に必要なものに納税義務者の身元確認ができるものが

含まれている場合は、追加で持参する必要はありません。
※法人の場合は、本人確認はありません。

問税務課税制窓口係☎㉒８３９７（市役所１階）

問こども未来室子育て支援係☎㉒８３１７（市役所１階）

　市では平成29年度から、教育・保育従事者として市内
の認定こども園や認可保育園に就職し、次の要件を満た
す人に対し、就職応援金を交付します。

▶交付対象者 
①保育士資格又は幼稚園教諭免許を有し、正規職員とし

て採用された人（就職の日前１年以内に、市内の他の
認定こども園や認可保育園に正規職員として採用され
ていない人）

②過去に本就職応援金を交付されていない人
▶交付金額
　一人10万円（ただし、１回に限る）

▶申請手続
　申請書に次の書類を添えて申請
①就労証明書
②雇用契約書（写）
③資格等の証明書（写）
④履歴書
※提出書類の様式は、就職先の施設に備え付けています。
▶申請期間
　就職の日から２か月以内

●就職応援金を交付します！
教育・保育従事者として認定こども園・認可保育園に就職した人に
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市政情報ピックアップ

団体名

問商工労政課雇用・労働環境係☎㉒８２３９（市役所３階）

●雇用労働関係助成金等のお知らせ
　食生活改善推進員とは、「私たちの健康は私たちの手
で」をスローガンとして、地域で活躍しているボランテ
ィアです。
　市では、現在184人の食生活改善推進員が、子供から
高齢者までの幅広い世代を対象に、料理教室などを通じ
て地域の健康づくりのために活動しています。
　食生活改善推進員になるには、推進員養成講座研修生
として全10回の養成講座の受講が必要です。
　原則、全日程に出席できる人で、受講後にボランティ
アとして活動に携わることができる人を募集します。
※２回目の講座から調理実習があります。

●食生活改善推進員養成講座　研修生募集
▶ところ　
　ウェルピア　栄養実習室
▶時間　午前９時30分～午後１時
▶対象　
　市内在住で70歳までの人（男女を問いません）
▶募集数　15人（先着順）
▶参加費　無料
※ただし、食品成分表代540円が必要です。
▶募集期限　５月17日㈬

開講式・食推協とは？
次回から調理実習！その前に…

食品成分表の見方を知ろう

食品成分表を使って実践！栄養価計算

日田市民の抱える健康課題は何だろう？

上手に減塩するにはコツがある！

ちょっとだけ栄養学に詳しくなろう

バランスの良い食事ってどんな食事？

歯の健康について知ろう

ライフステージと食事

食育とは？食品表示に詳しくなろう・閉講式

実施日 実施日講座内容（予定） 講座内容（予定）

１回目

２回目

３回目

４回目

５回目

６回目

７回目

８回目

９回目

10回目

６月26日㈪

７月24日㈪

８月28日㈪

９月25日㈪

10月30日㈪

11月27日㈪

12月25日㈪

平成30年
１月29日㈪
平成30年
２月26日㈪
平成30年
３月５日㈪

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア内）

問教育総務課総務企画係☎㉒８２３４（市役所別館３階）

▶補助対象者　　　　　　　　　　　　　　
　市内の高校に就学する生徒の保護者で、中津江村及び
上津江町に住所があり、下宿等に係る費用を支払って
いる人で、市税を完納している人
▶補助対象費用
　下宿（部屋代・食費）、学校寮（寮費・食費）、親戚
宅等（家賃・食費相当額）

※就学する高等学校から５キロメートル以内の下宿等になります。
※食費相当額は、一人に付き２万5,000円（定額）です。
※いずれも、電気代等の管理費は除きます。
▶補助金額（月額）
・下宿・学校寮：補助対象費用から３万5,000円を控除
し、100円未満の端数を切り捨てた額　

※上限額は月額１万3,000円です。
・親戚宅等：8,000円

●日田市高校生就学援助補助事業
▶申請期限
　５月31日㈬
※６月以降に下宿等の利用を開始した場合は、開始日の属する
月の末日まで。
※下記及び各振興局に申請書用紙を用意しています。市役所の
ホームページからもダウンロードできます。

事業者向け
【ＵＩターン者等雇用促進支援事業】
　日田市出身のＵターン者と日田市に移住するＩターン
者及び新規大卒者等を正規雇用した事業者に奨励金を
交付
▶対象　次の①に該当し、②又は③の条件を満たす事業者
①市税に滞納がなく、市内に事業所（本社）を有する事
業者又は「立地協定」を締結した誘致企業
②市外に１年以上居住し、就職前６か月又は就職後２か
月以内に日田市に転入した40歳未満の求職者を正規
雇用した事業者
　（対象期間：平成28年10月１日～平成29年９月30日）
③大学等を卒業後１年以内で、就職後２か月以内に日田
市に転入した求職者を正規雇用した事業者

　（対象期間：平成29年４月１日～平成29年９月30日）
▶奨励金　一人あたり20万円（１事業者につき上限２人）

【建設産業若手技能後継者育成事業】
　建設業に従事している若手技能後継者の専従者を、認
定職業訓練施設で育成する建設業者に補助金を交付
▶対象　40歳未満の専従者を職業訓練施設で修業さ
せ、市内に事業所（本社）を有する建設業者
▶申込期限　５月31日㈬
▶補助金
　｛（１日訓練時間）×800円＋5,000円｝
　　　　　　　　×（年間訓練日数）≦限度額50万円

【伝統技能後継者雇用支援事業】
　伝統的な技能・技術を継承するために、新たに30歳
未満の従業員を正規雇用する事業者に補助金を交付
▶対象　市内に事業所（本社）を有し、従業員５人以下
で次の伝統技能を継承する事業者
　①建築板金、②建築大工、③瓦葺、④左官、⑤塗装、
⑥石材施工、⑦家具製作、⑧表装、⑨建具製作、⑩畳
製作、⑪造園、⑫建築士（木造建築）、⑬その他
▶補助金　事業者が支払った賃金の３分の１の額
　（上限あり：最大36か月）

【ワークライフバランスセミナー開催事業】
　企業や団体が働き方改革を推進するため、社員向けに
開催するワークライフバランスセミナー等に係る経費
を助成
▶対象　市内に事業所（本社）を有する事業者及び各種
団体
▶助成額　ワークライフバランスセミナー開催にかかる
経費の２分の１の額（上限20万円）

【育児休業制度推進事業】
　ワークライフバランスを推進することを目的に、育
児・介護休業制度等を含む就業規則を新たに作成す
る経費を助成
▶対象　市内に事業所（本社）を有する従業員が９人
以下の事業者
▶助成額　就業規則の作成に係る経費（上限20万円）

求職者・学生向け
【求職者資格取得支援事業】
　求職活動中に技能講習（フォークリフト、小型移動
式クレーン等）を受講し、資格を取得するために係
る受講料を助成
▶対象　市内に住所を有し、ハローワークに登録し求
職活動を行う人
▶助成額　資格取得に係る受講料（テキスト代除く）
の２分の１の額（上限２万円）

【企業インターンシップ支援事業】
　日田市内の企業でインターンシップを行う県内大学
等の学生に対し、交通費及び宿泊費を助成
▶対象　大分県内の大学・短期大学・専門学校等の学
生で、日田市内の企業にインターンシップを行う人
▶助成額　交通費及び宿泊費（上限１泊7,000円、
　最大５泊分）の２分の１の額

※制度の詳細及び様式等は、市ホームページ又は下記にお
問い合わせください。
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係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

日
赤
の
活
動
資
金
に
ご
協
力
を

　
５
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
で
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
活
動
資
金
の
寄

附
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
寄
附
い
た
だ
い
た
資
金
は
、
災
害
時
の

救
護
活
動
、
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
献

血
活
動
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

５
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

　
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

　
２
月
か
ら
４
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
５
月
10
日
㈬
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
必
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た
。

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た
。

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た

■
と
き 

　
５
月
13
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
吹
上
町
公
民
館

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子
を
食
べ
な
が

ら
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
や
知
識
を
共
有

し
、
悩
み
を
語
り
合
い
交
流
す
る
場
で
す
。

※
申
込
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修受

講
者
募
集

■
と
き

　
６
月
２
日
㈮
〜
８
月
31
日
㈭
の
38
日
間

（
原
則
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

　
午
後
５
時
30
分
又
は
６
時
30
分
か
ら

■
と
こ
ろ
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田

園
（
石
井
町
一
丁
目
）
他

■
対
象
　
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

■
募
集
数
　
15
人
　

■
受
講
料
　

　
６
万
６
０
６
９
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

※
申
込
書
は
日
田
園
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
日
田
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
園
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
係

　
☎
㉓
３
５
３
５

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル参

加
者
募
集

　
健
康
で
活
力
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
、

80
歳
で
20
本
の
歯
を
残
す
こ
と
を
目
指

す
「
８
０
２
０
運
動
」
の
一
環
と
し
て
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
６
月
４
日
㈰
　 

※
時
間
は
申
込
み
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
参
加
要
件
　

・
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
む
し
歯
無
し
又
は
全
て
治
療
済
の
親
と

平
成
28
年
度
に
３
歳
児
健
診
を
受
診

し
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
幼
児

・
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
80
歳
以
上
（
昭
和
12
年
３
月
31
日
以
前

生
ま
れ
）
で
自
分
の
歯
（
歯
の
根
）
が

20
本
以
上
残
っ
て
い
る
人

※
過
去
に
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
し
た
人
は
除
き

ま
す
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
５
月
12
日
㈮

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

　
市
内
の
小
学
校
４
〜
６
年
生
を
対
象

に
、
ア
イ
デ
ア
工
作
活
動
を
行
う
ク
ラ
ブ

で
す
。

■
と
き
　
６
月
か
ら
平
成
30
年
２
月
ま
で

の
毎
月
第
２
土
曜
日
（
全
11
回
程
度
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
他

■
年
会
費
　

　
１
万
円
（
材
料
費
、
傷
害
保
険
料
含
む
）

■
募
集
数
　
20
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

※
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
電
話

又
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限
　
５
月
19
日
㈮

問
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
協
議
会

　
☎
０
８
０
‐
１
７
２
２
‐
６
２
５
３

　
　kahktt‐

3@
b‐

net.kcv.jp

　

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

三
隈
川
周
辺
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　   

参
加
者
募
集

　
観
光
祭
前
に
河
川
沿
い
や
隈
地
区
周
辺

の
清
掃
活
動
を
、
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に

実
施
し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
５
月
13
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
午
前
11
時
頃

　
亀
山
公
園
に
午
前
9
時
集
合

■
内
容
　
街
灯
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
、

ご
み
拾
い

※
清
掃
道
具
等
準
備
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
九
州
電
力
（
株
）
大
分
支
社
地
域
共
生
Ｇ

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
４
８
１
８

　
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

６
次
産
業
サ
ポ
ー
ト
事
業

農
産
物
加
工
品
開
発
事
業
募
集

　　
市
内
で
農
産
物
を
生
産
し
、
農
産
物
加

工
品
の
商
品
開
発
を
目
指
し
て
い
る
団

体
・
グ
ル
ー
プ
等
を
対
象
に
講
座
を
行
い

ま
す
。

■
講
座
数
　
年
間
13
回
程
度

■
講
座
内
容
　
素
材
決
定
、
商
品
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
商
品
開
発
、
食
品
衛
生
・

表
示
方
法
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
、

発
表
会
他

■
募
集
数
　
５
グ
ル
ー
プ
・
団
体

※
下
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限
　

　
５
月
19
日
㈮
　
午
後
５
時
ま
で

※
選
考
・
決
定
は
後
日
面
談
を
行
い
ま
す
。

問
農
業
振
興
課
生
産
・
流
通
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

ミ
ニ
ハ
ウ
ス
等
の

施
設
導
入
に
対
す
る
補
助

　
市
内
在
住
で
、
産
直
野
菜
を
出
荷
す
る

農
家
を
対
象
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
内
容
　
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
（
上
限
５
０

０
平
方
メ
ー
ト
ル
）
、
遊
休
ハ
ウ
ス
の

張
替
（
上
限
５
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
）
、
潅
水
施
設
、
管
理
機
の
導
入
に

要
す
る
経
費

■
補
助
金
額
（
上
限
額
有
り
）

・
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
　
資
材
購
入
費
の
３
分
の

２
以
内

・
遊
休
ハ
ウ
ス
　
資
材
購
入
費
の
３
分
の

２
以
内

・
潅
水
施
設
　
資
材
購
入
費
の
２
分
の
１

以
内

・
管
理
機
　
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

※
潅
水
施
設
、
管
理
機
は
、
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
と
併

せ
て
の
補
助
が
条
件
で
す
。

※
申
込
方
法
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
生
産
・
流
通
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

林
間
わ
さ
び
・
ほ
場
の

整
地
に
対
す
る
補
助

　
市
有
林
内
の
林
間
わ
さ
び
・
ほ
場
を
活

用
す
る
人
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
ほ
場
の
場
所
　
前
津
江
地
区
、
中
津
江

地
区
、
上
津
江
地
区

■
貸
出
料
　
年
間
７
０
０
円
程
度
（
約
10

ア
ー
ル
当
た
り
）

■
補
助
対
象
　
３
ア
ー
ル
以
上
の
整
地
を

行
い
、
共
同
出
荷
を
す
る
人

■
補
助
内
容
　
土
壌
改
良
、
肥
料
散
布
、

運
搬
に
必
要
な
経
費

■
補
助
金
額
　
上
限
額
１
２
５
０
円
（
１

ア
ー
ル
当
た
り
）

※
栽
培
方
法
は
、
大
分
県
西
部
振
興
局
生
産
流

通
部
、
大
分
県
農
協
中
西
部
事
業
部
（
旧
日

田
事
業
部
）
が
指
導
し
ま
す
。

問
農
業
振
興
課
生
産
・
流
通
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

　
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト分

析
調
査
補
助

　
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査
の
申
込

受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
補
助
額
　
分
析
調
査
費
用
全
額
（
限
度

額
25
万
円
）

■
申
込
期
限
　
12
月
22
日
㈮

※
本
事
業
は
、
本
年
度
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

三
世
代
同
居
世
帯
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業

　
三
世
代
同
居
世
帯
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

■
世
帯
要
件
　
18
歳
未
満
の
子
供
を
含
む

三
世
代
以
上
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

■
工
事
要
件

　
玄
関
、
ト
イ
レ
、
浴
室
、
キ
ッ
チ
ン
の

部
位
の
う
ち
一
部
位
以
上
を
増
設
（
増

築
）
し
、
増
設
後
に
二
部
位
以
上
が
複

数
と
な
る
工
事

■
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
75
万
円
）

※
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
木
造

一
戸
建
て
住
宅
に
つ
い
て
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム

完
了
後
ま
で
に
耐
震
性
の
確
保
が
必
要
で

す
。
（
耐
震
改
修
補
助
事
業
と
の
併
用
も
可

能
で
す
）

■
申
込
期
限
　
12
月
22
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

住
宅
の
耐
震
診
断
・耐

震
改
修
補
助

　
住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
補
助

の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
建

物
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

し
た
木
造
一
戸
建
て
住
宅
（
店
舗
部
分
が

延
べ
面
積
の
２
分
の
１
未
満
の
併
用
住
宅

を
含
む
）
で
す
。

■
補
助
額

・
耐
震
診
断
　
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の

２
（
限
度
額
３
万
円
）

・
耐
震
改
修
　
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の

２
（
限
度
額
80
万
円
）

・
簡
易
耐
震
改
修
　
補
助
対
象
費
用
の
２

分
の
１
（
限
度
額
40
万
円
・
30
万
円
）

※
改
修
方
法
に
よ
っ
て
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
12
月
22
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

お
仕
事
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
あ
な
た
の
町
に
住
む
高
齢
者
の
、
豊
か

な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
従
来
の
請
負
（
委
任
）
形
式
に
加

え
、
派
遣
型
で
の
利
用
も
で
き
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
メ
リ
ッ
ト

・
人
員
の
確
保
が
難
し
い
早
朝
、
夕
方
、

土
・
日
曜
日
、
短
時
間
等
の
仕
事
に
人

員
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す 

・
職
業
、
社
会
経
験
の
長
い
高
齢
者
を
派

遣
す
る
た
め
、
着
実
に
仕
事
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
高
齢
者
と
共
働
し
、

社
会
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
、
企
業
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す 

・
高
齢
者
の
就
業
支
援
に
実
績
が
あ
る
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
派
遣
を
行
う

た
め
、
安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す

■
料
金
　

　
会
員
の
賃
金
+
運
営
経
費
+
消
費
税

会
員
募
集

　
60
歳
以
上
の
健
康
で
や
る
気
の
あ
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
入
会
説
明
会
　
毎
月
第
３
木
曜
日

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉔
７
６
７
６

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

住
ま
い
の
無
料
相
談
会

　
雨
漏
り
、
建
具
、
壁
、
樋
な
ど
住
ま
い

の
傷
み
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
５
月
28
日
㈰
　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

問
一
般
社
団
法
人
日
田
職
人
会
（
高
瀬
）

　
☎
０
９
０
‐
８
２
２
５
‐
１
２
２
７

く ら し の 情 報次回の広報ひた５月15日号は、５月15日㈪に発送します。Information ５.１

募
集

定
期
市
「
日
田
い
ち
」

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
５
月
14
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

※
参
加
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所

６
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
日
田
プ
レ
イ
ス
（
山
田
）

　
☎
０
８
０
‐
３
２
２
０
‐
４
０
９
４

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　
遺
言
や
遺
産
相
続
、
契
約
書
・
内
容
証

明
作
成
、
不
動
産
関
連
の
行
政
手
続
き
な

ど
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
５
月
17
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
４
時

　
大
分
県
行
政
書
士
会
（
大
分
市
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

第
１
回
「
人
権
と
出
会
う
日
田
の
町
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
講
演
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
５
月
27
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
５
時

　
ア
オ
ー
ゼ
　
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

□
記
念
講
演

　
こ
れ
か
ら
の
差
別
の
と
ら
え
方

□
講
師
　
近
畿
大
学
人
権
問
題
研
究
所

　
教
授
　
奥
田 

均
氏

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
た
人
権
研
究
セ
ン
タ
ー
（
日
吉
）

　
☎
０
９
０
‐
７
１
５
０
‐
９
３
２
６

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺

族
を
対
象
に
、
気
持
ち
の
分
か
ち
合
い
を

行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
６
月
１
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

□
参
加
料
　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限
　
５
月
24
日
㈬

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修

□
開
催
予
定
日
　

・
一
般
課
程

　
６
月
13
日
㈫
・
14
日
㈬
・
19
日
㈪
の
３

日
間

・
応
用
課
程
　

　
６
月
23
日
㈮
・
28
日
㈬
の
２
日
間

□
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

※
受
講
料
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
日
田
地
域
福
祉
営
業
所
虹
の
家

　
☎
㉕
５
０
１
１

防
災
管
理
新
規
講
習

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
６
月
15
日
㈭

　
大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市
）

□
受
付
期
間

　
５
月
16
日
㈫
〜
23
日
㈫

□
募
集
数
　
50
人

※
受
講
申
込
書
は
日
田
消
防
署
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

※
受
講
料
等
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５
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固
定
資
産
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　
平
成
29
年
度
の
固
定
資
産
税
１
年
分

（
第
１
〜
４
期
分
）
の
納
付
書
を
５
月
中

旬
に
発
送
し
ま
す
。
第
２
期
以
降
分
の
納

付
書
は
大
切
に
保
管
し
、
各
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
括
し

て
納
付
す
る
場
合
は
、
全
納
期
分
の
納
付

書
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
第
１
期
か
ら
第

４
期
分
の
納
付
書
４
枚
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
第
１
期
分
の
納
期
限
は
５
月
31
日

㈬
で
す
。

　
災
害
等
に
よ
っ
て
、
土
地
や
家
屋
が
き

損
又
は
滅
失
し
た
場
合
、
納
期
限
ま
で
に

減
免
の
申
請
を
行
う
こ
と
で
減
免
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
資
産
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
６
（
市
役
所
１
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

時
間
外
窓
口
開
設

　
市
役
所
の
開
庁
時
間
に
都
合
が
つ
か
な

い
人
は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
５
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

あ
な
た
の
〝
働
き
た
い
〞
を

全
力
で
応
援
し
ま
す
！

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ

イ
ト
で
は
、
お
お
む
ね
40
歳
未
満
の
人
を

対
象
に
、
就
職
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
に
ど
ん
な
仕
事
が
合
っ
て
い
る

か
分
か
ら
な
い
」
「
就
職
活
動
の
進
め
方

が
分
か
ら
な
い
」
「
面
接
を
受
け
る
の
に

不
安
が
あ
る
」
等
、
就
職
に
関
す
る
悩
み

ご
と
が
あ
る
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
利
用
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
30
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

■
と
こ
ろ

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ

イ
ト
（
日
田
商
工
会
館
１
階
）

■
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
　
就
職
相
談
、
就
職

力
バ
ラ
ン
ス
診
断
（
適
職
診
断
）
、
就

職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
、
履
歴
書
の
書
き

方
、
面
接
指
導
等

■
利
用
料
　
無
料

※
事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ
イ
ト

　
☎
㉓
６
８
９
８

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）
　

老
齢
年
金
の
受
け
取
り
に
必
要

な
資
格
期
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す

　
こ
れ
ま
で
は
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
国
民

年
金
の
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
を
合
算
し

た
資
格
期
間
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必

要
で
し
た
。

　
８
月
１
日
か
ら
は
、
資
格
期
間
が
10
年

以
上
あ
れ
ば
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
新
た
に
年

金
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
る
人
に
「
年

金
請
求
書
」
を
順
次
お
届
け
し
て
い
ま

す
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

日
赤
の
活
動
資
金
に
ご
協
力
を

　
５
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
で
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
活
動
資
金
の
寄

附
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
寄
附
い
た
だ
い
た
資
金
は
、
災
害
時
の

救
護
活
動
、
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
献

血
活
動
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

問
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

５
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

　
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

　
２
月
か
ら
４
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
５
月
10
日
㈬
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
必
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た
。

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た
。

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た

■
と
き 

　
５
月
13
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ
　
吹
上
町
公
民
館

■
参
加
費
　
１
０
０
円

※
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子
を
食
べ
な
が

ら
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
や
知
識
を
共
有

し
、
悩
み
を
語
り
合
い
交
流
す
る
場
で
す
。

※
申
込
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　
☎
㉖
３
５
０
１

　
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修受

講
者
募
集

■
と
き

　
６
月
２
日
㈮
〜
８
月
31
日
㈭
の
38
日
間

（
原
則
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

　
午
後
５
時
30
分
又
は
６
時
30
分
か
ら

■
と
こ
ろ
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田

園
（
石
井
町
一
丁
目
）
他

■
対
象
　
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

■
募
集
数
　
15
人
　

■
受
講
料
　

　
６
万
６
０
６
９
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

※
申
込
書
は
日
田
園
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
日
田
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
園
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
係

　
☎
㉓
３
５
３
５

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル参

加
者
募
集

　
健
康
で
活
力
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
、

80
歳
で
20
本
の
歯
を
残
す
こ
と
を
目
指

す
「
８
０
２
０
運
動
」
の
一
環
と
し
て
コ

ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
６
月
４
日
㈰
　 

※
時
間
は
申
込
み
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ
　
パ
ト
リ
ア
日
田
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
参
加
要
件
　

・
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
む
し
歯
無
し
又
は
全
て
治
療
済
の
親
と

平
成
28
年
度
に
３
歳
児
健
診
を
受
診

し
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
幼
児

・
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
80
歳
以
上
（
昭
和
12
年
３
月
31
日
以
前

生
ま
れ
）
で
自
分
の
歯
（
歯
の
根
）
が

20
本
以
上
残
っ
て
い
る
人

※
過
去
に
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
し
た
人
は
除
き

ま
す
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
５
月
12
日
㈮

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

　
市
内
の
小
学
校
４
〜
６
年
生
を
対
象

に
、
ア
イ
デ
ア
工
作
活
動
を
行
う
ク
ラ
ブ

で
す
。

■
と
き
　
６
月
か
ら
平
成
30
年
２
月
ま
で

の
毎
月
第
２
土
曜
日
（
全
11
回
程
度
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ
　
ア
オ
ー
ゼ
他

■
年
会
費
　

　
１
万
円
（
材
料
費
、
傷
害
保
険
料
含
む
）

■
募
集
数
　
20
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

※
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
電
話

又
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限
　
５
月
19
日
㈮

問
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
協
議
会

　
☎
０
８
０
‐
１
７
２
２
‐
６
２
５
３

　
　kahktt‐

3@
b‐

net.kcv.jp

　

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

三
隈
川
周
辺
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　   

参
加
者
募
集

　
観
光
祭
前
に
河
川
沿
い
や
隈
地
区
周
辺

の
清
掃
活
動
を
、
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に

実
施
し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
５
月
13
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
午
前
11
時
頃

　
亀
山
公
園
に
午
前
9
時
集
合

■
内
容
　
街
灯
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
、

ご
み
拾
い

※
清
掃
道
具
等
準
備
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
九
州
電
力
（
株
）
大
分
支
社
地
域
共
生
Ｇ

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
４
８
１
８

　
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

６
次
産
業
サ
ポ
ー
ト
事
業

農
産
物
加
工
品
開
発
事
業
募
集

　　
市
内
で
農
産
物
を
生
産
し
、
農
産
物
加

工
品
の
商
品
開
発
を
目
指
し
て
い
る
団

体
・
グ
ル
ー
プ
等
を
対
象
に
講
座
を
行
い

ま
す
。

■
講
座
数
　
年
間
13
回
程
度

■
講
座
内
容
　
素
材
決
定
、
商
品
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
商
品
開
発
、
食
品
衛
生
・

表
示
方
法
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
、

発
表
会
他

■
募
集
数
　
５
グ
ル
ー
プ
・
団
体

※
下
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
限
　

　
５
月
19
日
㈮
　
午
後
５
時
ま
で

※
選
考
・
決
定
は
後
日
面
談
を
行
い
ま
す
。

問
農
業
振
興
課
生
産
・
流
通
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

ミ
ニ
ハ
ウ
ス
等
の

施
設
導
入
に
対
す
る
補
助

　
市
内
在
住
で
、
産
直
野
菜
を
出
荷
す
る

農
家
を
対
象
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
内
容
　
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
（
上
限
５
０

０
平
方
メ
ー
ト
ル
）
、
遊
休
ハ
ウ
ス
の

張
替
（
上
限
５
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
）
、
潅
水
施
設
、
管
理
機
の
導
入
に

要
す
る
経
費

■
補
助
金
額
（
上
限
額
有
り
）

・
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
　
資
材
購
入
費
の
３
分
の

２
以
内

・
遊
休
ハ
ウ
ス
　
資
材
購
入
費
の
３
分
の

２
以
内

・
潅
水
施
設
　
資
材
購
入
費
の
２
分
の
１

以
内

・
管
理
機
　
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

※
潅
水
施
設
、
管
理
機
は
、
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
と
併

せ
て
の
補
助
が
条
件
で
す
。

※
申
込
方
法
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
生
産
・
流
通
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

林
間
わ
さ
び
・
ほ
場
の

整
地
に
対
す
る
補
助

　
市
有
林
内
の
林
間
わ
さ
び
・
ほ
場
を
活

用
す
る
人
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
ほ
場
の
場
所
　
前
津
江
地
区
、
中
津
江

地
区
、
上
津
江
地
区

■
貸
出
料
　
年
間
７
０
０
円
程
度
（
約
10

ア
ー
ル
当
た
り
）

■
補
助
対
象
　
３
ア
ー
ル
以
上
の
整
地
を

行
い
、
共
同
出
荷
を
す
る
人

■
補
助
内
容
　
土
壌
改
良
、
肥
料
散
布
、

運
搬
に
必
要
な
経
費

■
補
助
金
額
　
上
限
額
１
２
５
０
円
（
１

ア
ー
ル
当
た
り
）

※
栽
培
方
法
は
、
大
分
県
西
部
振
興
局
生
産
流

通
部
、
大
分
県
農
協
中
西
部
事
業
部
（
旧
日

田
事
業
部
）
が
指
導
し
ま
す
。

問
農
業
振
興
課
生
産
・
流
通
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

　
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト分

析
調
査
補
助

　
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査
の
申
込

受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
補
助
額
　
分
析
調
査
費
用
全
額
（
限
度

額
25
万
円
）

■
申
込
期
限
　
12
月
22
日
㈮

※
本
事
業
は
、
本
年
度
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

三
世
代
同
居
世
帯
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業

　
三
世
代
同
居
世
帯
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

■
世
帯
要
件
　
18
歳
未
満
の
子
供
を
含
む

三
世
代
以
上
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

■
工
事
要
件

　
玄
関
、
ト
イ
レ
、
浴
室
、
キ
ッ
チ
ン
の

部
位
の
う
ち
一
部
位
以
上
を
増
設
（
増

築
）
し
、
増
設
後
に
二
部
位
以
上
が
複

数
と
な
る
工
事

■
補
助
額
　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
75
万
円
）

※
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
木
造

一
戸
建
て
住
宅
に
つ
い
て
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム

完
了
後
ま
で
に
耐
震
性
の
確
保
が
必
要
で

す
。
（
耐
震
改
修
補
助
事
業
と
の
併
用
も
可

能
で
す
）

■
申
込
期
限
　
12
月
22
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

住
宅
の
耐
震
診
断
・耐

震
改
修
補
助

　
住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
補
助

の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
建

物
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

し
た
木
造
一
戸
建
て
住
宅
（
店
舗
部
分
が

延
べ
面
積
の
２
分
の
１
未
満
の
併
用
住
宅

を
含
む
）
で
す
。

■
補
助
額

・
耐
震
診
断
　
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の

２
（
限
度
額
３
万
円
）

・
耐
震
改
修
　
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の

２
（
限
度
額
80
万
円
）

・
簡
易
耐
震
改
修
　
補
助
対
象
費
用
の
２

分
の
１
（
限
度
額
40
万
円
・
30
万
円
）

※
改
修
方
法
に
よ
っ
て
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
12
月
22
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６
（
市
役
所
５
階
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

お
仕
事
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
あ
な
た
の
町
に
住
む
高
齢
者
の
、
豊
か

な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
従
来
の
請
負
（
委
任
）
形
式
に
加

え
、
派
遣
型
で
の
利
用
も
で
き
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
メ
リ
ッ
ト

・
人
員
の
確
保
が
難
し
い
早
朝
、
夕
方
、

土
・
日
曜
日
、
短
時
間
等
の
仕
事
に
人

員
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す 

・
職
業
、
社
会
経
験
の
長
い
高
齢
者
を
派

遣
す
る
た
め
、
着
実
に
仕
事
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
高
齢
者
と
共
働
し
、

社
会
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
、
企
業
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す 

・
高
齢
者
の
就
業
支
援
に
実
績
が
あ
る
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
派
遣
を
行
う

た
め
、
安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す

■
料
金
　

　
会
員
の
賃
金
+
運
営
経
費
+
消
費
税

会
員
募
集

　
60
歳
以
上
の
健
康
で
や
る
気
の
あ
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
入
会
説
明
会
　
毎
月
第
３
木
曜
日

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉔
７
６
７
６

　
商
工
労
政
課
雇
用
・
労
働
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

住
ま
い
の
無
料
相
談
会

　
雨
漏
り
、
建
具
、
壁
、
樋
な
ど
住
ま
い

の
傷
み
に
つ
い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
５
月
28
日
㈰
　
午
前
９
時
15
分
〜
正
午

　
桂
林
公
民
館

問
一
般
社
団
法
人
日
田
職
人
会
（
高
瀬
）

　
☎
０
９
０
‐
８
２
２
５
‐
１
２
２
７

タ
ウ
ン
情
報

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

一人ひとりの「人権」

　日田市では、昨年９月に「人権に関する市民
意識調査」を実施しました。この調査は平成８
年以降、５年ごとに実施しており、市民の皆様
の人権に関する考えや意見を集約した上で、こ
れまでの人権施策の成果や課題を分析し、今後
の啓発活動に活かすことを目的としています。
　『人権』それは誰もが生まれながらに持
つ「人間らしく幸せに生きる権利」であって、
誰からも侵されることのない恒久かつ基本的な
権利です。しかし、日本社会には年齢や性別、
生まれ育った場所、人種などの違いを理由とす
る、様々な偏見や差別が存在しています。これ
らを総じて人権課題と位置づけ、法務省は女性
や子ども、高齢者など17項目にわたり、平成29
年度の人権に関する啓発活動協調事項を掲げて
います。
　昨年の市民意識調査の問いに「関心のある人
権問題は（17項目を列挙）」があります。これ
に対し、回答率の高い項目から「障がい者」
39.4％、「インターネットなど」32.5％、「高
齢者」30.0％、「子ども」27.5％、「女性」
22.8％の順となっており、関心のある人権問題
も様々であることが分かります。
　平成19年３月「日田市人権施策基本計画」が
策定され、「市民一人ひとりがお互いに人権を
尊重し合う 心豊かな共生社会の実現」を目指し、
人権教育や啓発活動が続けられてきました。し
かしながら、計画策定から10年が過ぎ、ヘイト
スピーチやＬＧＢＴ（性的少数者）などの新た
な人権課題への対応が必要なことや今回の市民
意識調査の分析結果などを受け、今年度中に、
より現状に即した「基本計画」に改める予定で
す。
　共生社会の実現には、今後も継続した人権教
育及び啓発活動と、一人ひとりの人権意識の高
揚に向けたたゆまぬ努力が必要です。市民の皆
様には、様々な人権課題を自分自身の課題とし
て捉え、学習会や研修会に参加するなどの積極
的な行動をお願いします。
※意識調査の報告書は、市ホームページに掲載してい

ます。

問人権啓発センター☎㉒８０１７（市役所別館１階）

定
期
市
「
日
田
い
ち
」

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
５
月
14
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

※
参
加
費
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所

６
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
日
田
プ
レ
イ
ス
（
山
田
）

　
☎
０
８
０
‐
３
２
２
０
‐
４
０
９
４

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　
遺
言
や
遺
産
相
続
、
契
約
書
・
内
容
証

明
作
成
、
不
動
産
関
連
の
行
政
手
続
き
な

ど
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
５
月
17
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
４
時

　
大
分
県
行
政
書
士
会
（
大
分
市
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

第
１
回
「
人
権
と
出
会
う
日
田
の
町
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
講
演
会

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
５
月
27
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
５
時

　
ア
オ
ー
ゼ
　
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

□
記
念
講
演

　
こ
れ
か
ら
の
差
別
の
と
ら
え
方

□
講
師
　
近
畿
大
学
人
権
問
題
研
究
所

　
教
授
　
奥
田 

均
氏

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
た
人
権
研
究
セ
ン
タ
ー
（
日
吉
）

　
☎
０
９
０
‐
７
１
５
０
‐
９
３
２
６

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺

族
を
対
象
に
、
気
持
ち
の
分
か
ち
合
い
を

行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
６
月
１
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

□
参
加
料
　
無
料

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限
　
５
月
24
日
㈬

問
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修

□
開
催
予
定
日
　

・
一
般
課
程

　
６
月
13
日
㈫
・
14
日
㈬
・
19
日
㈪
の
３

日
間

・
応
用
課
程
　

　
６
月
23
日
㈮
・
28
日
㈬
の
２
日
間

□
募
集
数
　
20
人
（
先
着
順
）

※
受
講
料
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
日
田
地
域
福
祉
営
業
所
虹
の
家

　
☎
㉕
５
０
１
１

防
災
管
理
新
規
講
習

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
６
月
15
日
㈭

　
大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市
）

□
受
付
期
間

　
５
月
16
日
㈫
〜
23
日
㈫

□
募
集
数
　
50
人

※
受
講
申
込
書
は
日
田
消
防
署
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

※
受
講
料
等
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会
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豊作になりますように
　４月15日、大原八幡宮で五穀豊穣と無病息災を
祈願する御田植祭（大分県指定無形民俗文化財）が
行われた。牛と牛使いに扮した氏子が田鋤、地元の
園児たちが早乙女に扮し田植の所作を行った。
 牛のユーモラスな動きと、園児たちのかわいらし
さに参列者からは拍手が起き、笑顔のあふれる行事
となった。

天瀬

上津江

願いが叶いますように
　３月24日、天瀬町の高塚愛宕地蔵尊で恒例の春
の大祭が開催された。県内外から楽しみに来る人も
多く、境内では紅白餅や御神酒が振るまわれ、福引
も行われた。神楽殿では、庄内神楽と日田市出身の
梅川壱ノ介さんによる早春奉納舞、天瀬町を拠点に
活動するスコップ三味線の演奏などが行われ、会場
は盛り上がっていた。

毎年、ファンが増えています
　４月９日、天瀬公民館前の広場をメイン会場
に「あまがせ温泉まつり」が開催され、どんたく隊
の踊りやまんぷく屋台が出店した。恒例の「天ヶ瀬
座」による素人芝居では、役者の熱演に観客から大
きな拍手や笑いが起こった。天瀬公民館では、２月
15日から当日まで、「あまがせひなまつり手づく
りひな人形展」が開催され、多くの人で賑わった。

たきもんワークショップを開催
　３月26日、若林地区で地域おこし協力隊主催の第
２回「たきもん」ワークショップが開催された。　
　心地よい天気の中、現在ではあまり経験する事が
できない、森から「まき」という燃料を作り出すと
いう工程を体験した。参加した人たちは、木を切り
出す等の慣れない作業でも、楽しんでいた。

洋食家庭料理室を開催
　３月28日、振興局で地域おこし協力隊の井手秀
彦さんを講師に招き、「家庭でも手軽に作れる洋食
料理」を開催した。16人が参加し、「アスパラと
ベーコンのペペロンチーノ（スパゲッティ）」等、
３品を作った。料理は見た目や味も完璧で、参加し
た人から火加減等の質問が出るなど、とても楽しい
時間を過ごしていた。

ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

いつでもふるさとを思い出して
　日田で働く楽しさを、中高校生に知ってもらおう
と「ＨＩＴＡ　ＰＲＩＤＥ　ＰＲＯＪＥＣＴ」が３
月26日、アオーゼで開催された。えとう窓口さん
と財前真由美さんによるトークショーや日田の仕事
を体験するワークショップ、誇りを持って日田で働
く人たちのパネル展示が行われ、会場に訪れた中高
生や家族連れは日田の良さを再発見していた。

緑化のための苗木を配布
　３月９日、緑の募金事業の一環として、ハナミズ
キやツツジなど花木の苗木配布が、中城体育館横の
広場で行われた。緑の募金は、森林や緑を守り育て
る様々な活動に役立っており、日田市では自治会へ
の苗木配布や、みどりの少年団への活動支援等で活
用されている。この日は多くの人が会場に足を運
び、緑化を考える機会となった。

地域を盛り上げます！
　市内各地域で活動している地域おこし協力隊と集
落支援員の日々の取組や、今後の地域づくりの課題
についての報告会が、３月25日、大山文化センタ
ーで開催された。日田市では現在、地域資源を生か
したまちづくり等を行う「地域おこし協力隊」10
人と、集落の維持・活性化につながる活動を行
う「集落支援員」５人が市内で活躍している。

日田
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前津江小卒業式
 ３月22日、前津江小学校の卒業式が行われた。陽
春の穏やかな日、９人の子供たちが思い出の学び舎
を卒業した。統合後の前津江小学校で５年間、新し
い小学校の歴史を築き、下級生の手本となって頑張
ってくれた卒業生。たくさんの人に祝福され、思い
出に涙しながらも、中学生への新たな決意を胸に瞳
は輝いていた。

街は陽春、山は樹氷
　３月、陽春の三隈川沿いでは梅や菜の花が咲き誇
り、小鳥のさえずりに春を感じることができた。
　その頃、日田市の最高峰「釈迦岳」を始めとする
山々は、朝の冷え込みに樹氷が木々を覆う日もあっ
た。４月29日の「釈迦連峰山開き」の頃には、よ
うやく山の草木も芽吹き、春の訪れを感じるように
なった。

ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

春、梅満開！
　２月19日から３月19日まで、大山町で「第37回日
田おおやま梅まつり」が開催された。梅まつりには
毎年町内の自治会から梅娘が推薦され、今年は６年
ぶりに全自治会から８人が揃い、例年以上に華やか
な祭りとなった。会場ではステージイベントを楽し
んだり、花の下でお弁当を食べたりと、梅の香りに
包まれた春のひとときを思い思いに過ごしていた。

28年ぶりの再会
　平成元年、一村一品運動の研修に大山町を訪れ、
農家にホームステイしたマレーシア人の元研修生４
人とその家族が、28年振りにホームステイ先の家
族と再会した。３月25日に大山町の木の花ガルテ
ンで開かれたウェルカムパーティーには、３世帯の
家族が出席し、当時の写真を見ながら思い出を語り
合い、再会を喜んだ。

ご利益がありますように
　３月28日、宿ヶ峰尾峠で「宿ヶ峰尾不動尊祭
り」が行われた。熊本県と県境に近い大分県側三国
山登山口附近に不動尊はまつられており、中津江村
と山鹿市菊鹿町の関係者が、祈願に訪れた約200人
の参拝者に、弁当や紅白饅頭を振る舞っていた。
　この祭りは、この日と９月28日の毎年２回行わ
れている。

日頃の学習や練習の成果を発表
　３月12日、中津江ホールで「中津江公民館教室
発表会」が開催された。
　この発表会では、各種自主学習教室生が作品の展
示や舞踊、カラオケなど、日頃の学習や練習の成果
を披露した。
　舞台での熱演に満員となった会場からは拍手と歓
声が沸き、楽しい時間を過ごしていた。　

満開の桜の下で交流会
　４月９日、蜂ノ巣湖公園で「第29回蜂ノ巣湖桜
まつり」が開催された。地元野田地区の人たちでつ
くる実行委員会が主催し、筑後川上下流域の人たち
が交流した。
　この祭りは、水源地域の水や森づくりの大切さを
認識し、水源地域の活性化を図るために開催してい
るもので、この日は会場に約250人が来場した。ス
テージでは福岡市野多目校区子供育成連合会による
ソーラン節の踊りや、藤蔭高校吹奏楽部の演奏、ま
た、紅白餅まきや福引抽選会などの催しが行われ
た。その他にも、福岡市城南地区や野多目校区から
参加した親子と地元の中津江っ子クラブの子供たち
による下筌ダム湖畔でのもみじの植樹や下筌ダムの
放流見学も行われた。
　訪れた人たちは、満開の桜の下で地元の人が用意
しただご汁を堪能し、会場は盛り上がりをみせた。
　

大山 中津江

前津江
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新刊情報

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

おいでよ！おはなし会
□とき
　５月13日㈯
　午後３時～４時
　５月27日㈯
　午前11時～正午
□ところ
　児童コーナー

  

土日 月 火 水 木 金

26

12
５

19

５月の休館日（○…休館日）

４
11
18
25

　上津江地区担当の安岡二葉です。
集落支援員の活動も今年で３年目を
迎えました。　
　今までの主な活動は、集落の巡回
や高齢者への声掛け、ＮＰＯつえ絆
くらぶ事務局や上津江地区振興協議
会の事務支援です。
　活動の中で出会ったたくさんの住
民との交流をきっかけに、住民と行
政が互いの想いを理解し合うことの

集落支援員活動①

地域を盛り上げます！
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れ
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日田の輝き人を紹介します
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安岡二葉さん
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婦
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待
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ま
す
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渡邉英典さん

いるよね～！ねないこ
たかいよしかず／さく・え
主婦の友社
　ベッドでピョンピョン、テレビやお
もちゃでまだまだあそびたいけれど、
さいごはぐっすりおやすみブブタ。ね
ないこのあるあるを描いた「イヤイヤ
ブブタ」と、子どもが自分からおふと
んへ行く「おやすみブブタ」の２つの
お話がたのしめるリバーシブル絵本。

地下道の鳩　ジョン・ル・カレ回想録
ジョン・ル・カレ／著
加賀山卓朗／訳
早川書房
　イギリスの二大諜報機関ＭＩ５と
ＭＩ６に在籍していたこと、詐欺師
だった父親の奇想天外な人生…。
刻々と変化する国際情勢を背景に多
くの小説を執筆し、巨匠と謳われる
ル・カレ。その波乱に満ちた人生と
創作の秘密を明らかにする。

ＦＬＯＷＥＲ　ＳＷＥＥＴＳ
　エディブルフラワーでつくる
　　ロマンチックな大人スイーツ
袴田尚弥／著
誠文堂新光社
　美味しくて、見た目も華やか、ビタ
ミン、ミネラル、食物繊維が豊富で、
美と健康にも効果的。食べられる
花「エディブルフラワー」を使ったス
イーツレシピを44品紹介する。ギフ
トラッピングのアイディアや、エディ
ブルフラワーの花図鑑も収録。
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今回は上津江地区で活躍している安岡さんのご紹介です！

大好き図書館！

大切さを感じましたので、意見を共
有できる場づくりなどを行っていき
ます。
　また、地域の活性化につながる取組
を進めるために、地域づくりコーディ
ネーター養成講座を受講させていただ
きましたので、地区の会合などで実践
していきたいと思っています。
　今年度もどうぞよろしくお願いし
ます。

こんな時に、これが便利！～インターネット予約・メールサービス編～
　図書館では多くの人に利用していただけるように、様々なサービスを提供しています。
　今回はインターネットサービスの活用例をご紹介します。

インターネット利用登録をすれば、自宅から本の予約ができます！
　淡窓図書館ホームページから、貸出中の本の予約ができます。
　（パソコン・携帯電話・スマートフォンに対応、24時間予約ができます）
※ただし、貸出されていない本の予約はできません。

メール配信サービスで、予約の本の利用可能連絡が受けられます！
　予約の際、連絡方法を「メール連絡」にすると、登録したアドレスにメールが届きます。
　（窓口で予約の際もメール連絡を選択できます）

「新着案内配信サービス」が便利です！
　あらかじめ好きな著者やジャンル・シリーズなどをテーマ登録しておくと、そのテーマの新
刊が入った際に、メールでお知らせを受け取ることができます。

なかなか図書館に行く時間がなくて、やっと行った時には、借りたかった人気の本は貸出中。
自宅から読みたい本の予約ができる方法はありませんか？

本を予約しても、図書館から貸出可能の電話が来る時は、いつも仕事中で電話に
出られません。電話以外に連絡をもらえる方法はありませんか？

好きな作家の本が入ったらすぐに知りたいのですが、どうしたらいいですか？

　インターネットサービスの利用に
は、事前に利用登録が必要です。
　詳しくはお問い合わせください。

▲ブドウ山椒
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成29年３月31日現在） 

■人口　
　67,062人
　（前月比－466人）
・男　31,713人
・女　35,349人
■世帯数
　27,213世帯

　★わくわく制作
　（プレゼント作り）
　11日㈭・12日㈮　10:30～
　３Ｂ体操
　16日㈫　11:00～
　玉ねぎ収穫
　24日㈬　11:00～
　療育事業（音あそび）
　お弁当の日
　26日㈮　11:00～
　

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象 乳 …乳幼児対象

子育てを応援します！
児童館・支援施設　５月の主な催し　　

天瀬児童館　☎�８９２２

●プレゼント作り
　３日㈷～６日㈯　
　10:30～11:30
　お話し会
　11日㈭　10:30～
　（ペープサートを使った
　　　楽しいお話しをします）
　制作の日
　24日㈬　15:30～
　 ９:00～17:30

月・日曜日休館（祝日開館）

９:00～16:30
日曜日、祝日休館

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎�２９０１

●お家の人へプレゼント作り
　　10日㈬　10:30～　
　　13日㈯　10:30～
　すくすく相談
　18日㈭　10:00～
※母子健康手帳を持参してください。
　ひまわりの種まき
　20日㈯　10:30～
　

まえつえ子育て支援施設　☎�２４０９

●せいまお兄さんと遊ぼう！
　16日㈫　10:00～11:00
●ランチＤａｙ
　18日㈭　10:00～
●おしゃべりタイム
　29日㈪　10:00～

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

★母の日Ｄａｙ（フレンズカフェ）
　15日㈪　９:30～12:00
　　　　　13:00～15:30
※募集数30人、参加費100円。
★消防署見学
　17日㈬　10:00～
※募集数20世帯、現地集合。
★クッキング
　24日㈬　９:45～12:00
※募集数12世帯、材料費300円。

９:30～12:00、13:00～15:30
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★ママヨガ
　９日㈫　11:00～12:00
●お外で遊ぼう
　15日㈪
　11:00～12:00
●ベビーマッサージ
　16日㈫　11:00～12:00　
●お誕生会
　22日㈪　11:00～12:00
※誕生者は30分前に集合。

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

●うたとおはなし会
　8日㈪　 11:00～11:30
●プレママクラブ
　17日㈬　13:30～15:00
●親子エクササイズ
　24日㈬　10:30～11:30
●ツインズクラブ
　26日㈮　13:30～15:00

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎�２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

乳

乳

乳

乳

乳

小

乳

９:30～12:00、13:30～15:30
土・日曜日、祝日休館

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

H a p p y
B i r t h d a y

月生まれ５
　７月に誕生日を迎える３歳までのお子さんが対象です。６月１日までにお申し込みください。
（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877‐8601（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

れ お
宮木玲於ちゃん
（１歳・田島町）

まひろ

いろは

長尾真滉ちゃん
（１歳・財津町）

けんと
合使憲人ちゃん
（１歳・藤山町）

あおば
髙山碧葉ちゃん
（１歳・丸山町）

え り か
渡邉愛莉香ちゃん
（１歳・城町1丁目）

えいと
松野永翔ちゃん
（１歳・玉川3丁目）

ま な
宮﨑愛菜ちゃん
（１歳・淡窓１丁目）

佐藤彩遥ちゃん
（１歳・高瀬本町）

宮崎陽葵ちゃん
（１歳・内河町）

ち よ の
櫻木千代乃ちゃん
（１歳・田島1丁目）

はるの
髙橋春乃ちゃん
（１歳・田島２丁目）

幸田祐花ちゃん
（２歳・吹上町）

ゆうかりんたろう
櫻木倫太郎ちゃん
（１歳・田島1丁目）

の わ
寺村希羽ちゃん
（１歳・中釣町）

末松真紘ちゃん
（１歳・中城町）

まひろ

ひまり

佐藤朝飛ちゃん
（２歳・玉川町）

ともえ
梶原 巴ちゃん
（２歳・諸留町）

板谷真大ちゃん
（３歳・清岸寺町）

まひろひより
川辺陽愛ちゃん
（２歳・刃連町）

ひかる
江田 光ちゃん
（２歳・田島1丁目）

あさひ

小

小

乳
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市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

　
昨
年
の
サ
ン
リ
ブ
日
田
店
の
撤
退
の
方
針
を
受
け
て
、

今
後
の
駅
周
辺
の
環
境
は
ど
う
な
る
の
か
…
。
な
ど
多
く

の
市
民
の
皆
様
か
ら
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　
今
の
駅
前
の
都
市
整
備
が
完
了
し
て
か
ら
25
年
、
そ
の

間
、
高
速
道
路
の
開
通
・
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
・
少
子
高

齢
化
社
会
の
進
行
な
ど
、
日
田
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
貌
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
高
度
成
長
時
代
か
ら
、

縮
小
時
代
に
対
応
す
る
取
組
が
必
要
な
時
代
を
迎
え
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
現
状
の
中
、
全
国
で
は
今
、
若
い
世
代
を
中
心

に
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
古
民
家
を
改
装
し
た
民
宿
や
カ
フ
ェ
、
古
い
物
件
を

利
用
し
た
Ｉ
Ｔ
系
産
業
の
起
業
な
ど
、
知
恵
と
創
意
で
、

新
た
な
暮
ら
し
方
ま
で
提
案
す
る
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
日
田
市
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
若
者
た
ち
が
活
動

を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
田
市
に
大
き
な
魅
力
や
可

能
性
を
感
じ
て
い
る
若
者
た
ち
と
の
交
流
も
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
「
ま
ち
の
責
任
世
代
」
ま
さ
に
、
「
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
活
動
」
が
走
り
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
若
者
た
ち
が
夢
や
希
望
を
抱
き
、
将
来
日
田
で
暮
ら
す
人

を
意
識
し
た
取
組
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
「
今
時

の
若
い
者
は
…
」
「
若
造
の
く
せ
に
…
」
な
ど
私
た
ち
の
若

い
時
代
に
よ
く
言
わ
れ
た
言
葉
や
行
動
を
思
い
出
し
、
改
め

て
私
が
若
い
こ
ろ
に
感
じ
た
違
和
感
や
大
人
に
対
し
て
の
不

満
な
ど
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
行
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。
我
々
は
、
こ
の
局
面
が
変
化
し
て
い
る
時
代
に
、

し
っ
か
り
後
押
し
で
き
る
大
人
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
、
日
田
市
は
次
代
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
若
者
た
ち

を
支
援
す
る
た
め
、
「
市
民
ま
ち
づ
く
り
学
校
」
と
「
ひ

た
Re
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
民
間
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
官
民
共
同
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
多
彩
な
講

座
を
始
め
ま
す
。
是
非
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

46

　参加料
　第１部　市内在住の人　無料
　　　　　市外在住の人　1,000円
　第２部　3,000円（飲み物、軽食代）

　申込方法
　住所、氏名、連絡先を電話、ファックス、

メール又は電子申請のいずれかで申込み

　申込期限
　５月19日㈮

第１部　講演会　午後６時30分～８時
　　　　　（開場　午後６時）※託児有り。（要予約）
　　　　市役所７階　大会議室

第２部　交流会　午後８時30分～10時
　　　　　（開場　午後８時15分）
　　　　天領日田洋酒博物館　

清水義次氏

Si
m

iz
u 

Yo
sh

it
su

gu

金月 日

▼電子申請ページ▼市ホームページ

　みんなでひたを　　　デザインしよう

　ひたＲｅデザインプログラム始まります！ひた
Ｒｅ（リ）デザインプログラムとは、民間と行政
が連携し、これからの日田の暮らしをリデザイン
する、そんなプログラムです。
　第一弾は、遊休不動産の活用と質の高い雇用の
創出を通し、産業振興とコミュニティの再生を実
現する、都市・地域再生のプロ、清水義次さんの
講演です。
　「集まれ！日田市のキーパーソン！」

日田の日々の暮らしを

ひたＲｅデザインＰログラム

第１回
市民まちづくり学校

第１弾

　1949年生まれ。東京大学工学部都市工学科卒業。マ
ーケティング・コンサルタント会社を経て、1992年株
式会社アフタヌーンソサエティを設立。民間、公共の遊
休不動産を活用しエリア価値を向上させるリノベーショ
ンまちづくり事業をプロデュースしている。

敷地に価値なし
エリアに価値あり

問地方創生推進課創生推進係（市役所６階）
　☎㉒８２２３　　㉒８２５０　　kikaku@city.hita.oita.jp

広報ひたは、資源保護のため古紙再生紙と植物油インキを使用しています。
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